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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月10日(2017.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つまたは複数の歯車と、複数のプーリに張架された駆動ベルトとを備えた駆動伝達装
置において、
歯にグリスを塗布する歯車の少なくともひとつを内歯車としたことを特徴とする駆動伝達
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の駆動伝達装置において、
前記内歯車とする歯車は、歯にグリスを塗布する歯車のうち、前記駆動ベルトのベルト面
に対向配置されている歯車であることを特徴とする駆動伝達装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の駆動伝達装置において、
前記内歯車とする歯車は、歯にグリスを塗布する歯車のうち、前記駆動ベルトに近接配置
されている歯車であることを特徴とする駆動伝達装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３いずれかに記載の駆動伝達装置において、
前記内歯車は、回転軸方向一方が、塞がれており、
前記内歯車の歯を、塞がれた側へスラスト力が働くはす歯としたことを特徴とする駆動伝
達装置。
【請求項５】
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　請求項１乃至４いずれかに記載の駆動伝達装置において、
前記内歯車の外周面が前記駆動ベルトのベルト面に当接し、前記駆動ベルトにテンション
を付与していることを特徴とする駆動伝達装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５いずれかに記載の駆動伝達装置において、
前記駆動ベルトがＶベルトであることを特徴とする駆動伝達装置。
【請求項７】
　請求項１乃至５いずれかに記載の駆動伝達装置において、
前記駆動ベルトがタイミングベルトであることを特徴とする駆動伝達装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７いずれかに記載の駆動伝達装置を備えた画像形成装置。
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